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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＦＴ液晶表示パネルのソースドライバであって、
　出力電位の極性を指定する極性指定信号を、繰り返し周期のパルス信号の前エッジに応
じて読み取ってその読み取り極性指定信号が指定する極性の電位を出力する電位出力手段
と、
　前記電位出力手段の出力電位に応じた電位を前記液晶表示パネルのデータ線へ供給電位
として出力するソースアンプと、
　前記パルス信号の前回の前エッジ時の前記極性指定信号と今回の前エッジ時の前記極性
指定信号とが同一の極性を指定するときに前記ソースアンプの入力と出力との間を短絡さ
せると共に前記ソースアンプを不活性状態にせしめる制御手段と、を備えたことを特徴と
するソースドライバ。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記パルス信号の前エッジに応じて前記極性指定信号を読み取って保
持出力する第１フリップフロップと、
　前記パルス信号の前エッジに応じて前記第１フリップフロップの出力信号を読み取って
保持出力する第２フリップフロップと、
　前記第１及び第２フリップフロップの出力信号の排他的否定論理和を生成する排他的否
定論理和回路と、
　前記パルス信号の後エッジに応じて前記排他的否定論理和回路の出力信号を読み取って
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出力する第３フリップフロップと、
　前記排他的否定論理和回路の出力信号と前記パルス信号との論理和をとるＯＲ回路と、
を備え
　前記第３フリップフロップの出力信号に応じて前記ソースアンプの入力と出力との間を
アナログスイッチによりオンさせ、
　前記ＯＲ回路の出力信号に応じて前記ソースアンプを不活性状態にせしめることを特徴
とする請求項１記載のソースドライバ。
【請求項３】
　前記ソースアンプは前記ＯＲ回路の出力信号が高レベルであるとき不活性状態となり、
前記ＯＲ回路の出力信号が低レベルであるとき活性状態となることを特徴とする請求項２
記載のソースドライバ。
【請求項４】
　前記ソースアンプは電圧フォロワ構成のオペアンプからなることを特徴とする請求項１
～３のうちのいずれか１記載のソースドライバ。
                                                                      
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）液晶表示パネルのソースドライバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＦＴ液晶表示パネルにおいては複数の列及び複数の行の交差部分に画素が形成され、
画素各々のＴＦＴのソースが行毎にデータ線に接続され、ゲートが列毎に走査線に接続さ
れている。データ線にはソースドライバが接続され、走査線にはゲートドライバが接続さ
れる。ゲートドライバは行毎に走査線にパルス状の電圧波形を順次出力してＴＦＴをオン
させる。ソースドライバはオンしたＴＦＴの画素の液晶に印加する電位をデータ線を介し
て供給する。画素毎にデータ線への印加電位に応じて液晶の光の透過率が変化する（特許
文献１参照）。
【０００３】
　従来のソースドライバは、ＩＣ（集積回路）化されており、そのＩＣには図１に示すよ
うに、パッドＰ1～Ｐn毎にＤＥＣ（デコーダ）回路１1～１nと、ソースアンプ２1～２nと
が備えられている。ソースアンプ２1～２nはＤＥＣ回路１1～１nの出力に接続されている
。パッドＰ1～Ｐn各々はＴＦＴ液晶表示パネル５のデータ線Ｄ1～Ｄnに接続される。ＤＥ
Ｃ回路１1～１n各々は、２つの信号ＴＰ１，ＰＯＬが供給されると共に正極電位と負極電
位とが印加される。信号ＴＰ１はソースアンプ２1～２nの制御端に供給され、ソースアン
プ２1～２nの活性／非活性を制御するパルス信号である。信号ＰＯＬは極性指定信号であ
り、ソースアンプ２1～２nの出力電位として正極電位と負極電位とのうちのいずれか一方
を指定する２値信号である。２つの信号ＴＰ１，ＰＯＬは映像信号の水平同期信号に同期
して図示しないコントローラにより生成される。信号ＴＰ１は液晶表示パネルの行毎を表
す信号である。正極電位及び負極電位は表示データの階調に応じてそのコントローラによ
り制御される電位である。正極電位は電源電圧ＶＤＤ～電源電圧ＶＤＤ／２のレベルであ
り、負極電位はＶＳＳ(０Ｖ)～電源電圧ＶＤＤ／２のレベルである。正極電位及び負極電
位のレベルはＤＥＣ回路１1～１n各々で異なる。
【０００４】
　ＤＥＣ回路１1～１nは、信号ＴＰ１，ＰＯＬに応じてデータ線Ｄ1～Ｄnへ正極電位と負
極電位とを交互に印加するための選択動作を行う。ソースアンプ２1～２n各々は電圧フォ
ロワ構成のオペアンプからなり、ＤＥＣ回路１1～１nの出力電位に等しい電位をＳＯＵＴ

1～ＳＯＵＴnとしてパッドＰ1～Ｐnを介してデータ線Ｄ1～Ｄnへ出力する。また、ソース
アンプ２1～２n各々は制御端に供給される信号ＴＰ１がＨ（高）レベルであれば、非活性
状態となり、Ｌ（低）レベルであれば、活性状態となる。なお、図１においてＴＦＴ液晶
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表示パネル５のデータ線Ｄ1～Ｄnと接地との間の負荷を抵抗Ｒ1～Ｒnと容量Ｃ1～Ｃnとで
示している。
【０００５】
　図２に示すように、例えば、ＤＥＣ回路１1は信号ＴＰ１が立ち上がり（前エッジ）に
応じて信号ＰＯＬのレベルをラッチする。その信号ＰＯＬがＨレベルであれば、ＤＥＣ回
路１1からソースアンプ２1の入力ＳＩＮ1に正極電位が供給され、Ｌレベルであれば、負
極電位が供給される。信号ＴＰ１がＨレベルにあるときソースアンプ２1は非活性状態で
あり、信号ＴＰ１がＨレベルからＬレベルに立ち下がると、ソースアンプ２1は活性状態
となり、そのときの入力ＳＩＮ1の電位に等しい出力電位ＳＯＵＴ1を出力する。出力電位
ＳＯＵＴ1はパッドＰ1を介してデータ線Ｄ1に供給される。また、図２に示すように、出
力電位ＳＯＵＴ1の変化によりデータ線Ｄ1を介してパルス状の駆動電流が液晶表示パネル
５を流れる。このパルス状の駆動電流は液晶表示パネル５の容量Ｃ1を充電させる電流で
ある。
【０００６】
　この動作はＤＥＣ回路１1及びソースアンプ２1に限らず、ＤＥＣ回路１2～１n及びソー
スアンプ２2～２n各々についても同様である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－６２９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、かかる従来のソースドライバにおいては、信号ＴＰ１の立ち上がり毎に
信号ＰＯＬが反転していない場合、すなわちソースアンプの出力電位が正極電位のまま、
或いは負極電位のままで変動しない場合でも、ソースアンプを活性状態にして、液晶表示
パネルに電位を供給する構成となっている為、駆動能力が必要ない（出力レベルが変化し
ない）ソースアンプにも無駄な電流を流さなければいけないという問題があった。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、極性の反転駆動を行わない場合に、駆動能力を必要としない
ソースアンプに無駄な電流が流れることを防止することができるソースドライバを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のＴＦＴ液晶表示パネルのソースドライバは、出力電位の極性を指定する極性指
定信号を、繰り返し周期のパルス信号の前エッジに応じて読み取ってその読み取り極性指
定信号が指定する極性の電位を出力する電位出力手段と、前記電位出力手段の出力電位に
応じた電位を前記液晶表示パネルのデータ線へ供給電位として出力するソースアンプと、
前記パルス信号の前回の前エッジ時の前記極性指定信号と今回の前エッジ時の前記極性指
定信号とが同一の極性を指定するときに前記ソースアンプの入力と出力との間を短絡させ
ると共に前記ソースアンプを不活性状態にせしめる制御手段と、を備えたことを特徴とし
ている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のＴＦＴ液晶表示パネルのソースドライバによれば、繰り返し周期の信号の前エ
ッジ時点で極性反転信号のレベルが反転しない場合にはソースアンプが不活性状態となる
ので、ソースアンプに流れる無駄な貫通電流が防止される。また、ソースアンプの入力と
出力との間が短絡されるのでＴＦＴ液晶表示パネルのデータ線に電位を供給することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】従来のソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図２】図１のソースドライバの動作を示す波形図である。
【図３】本発明によるソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図４】図３のソースドライバ内の選択回路の構成を示す図である。
【図５】図３のソースドライバの動作を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施例を図面を参照しつつ詳細に説明する。
【００１４】
　図３は本発明の実施例としてＴＦＴ液晶表示パネルのソースドライバの構成を示してい
る。このソースドライバは、パッドＰ1～Ｐn毎にＤＥＣ回路１1～１nと、ソースアンプ２

1～２nと、選択回路３1～３nと、アナログスイッチ４1～４nとが備えられている。ＤＥＣ
回路１1～１nとソースアンプ２1～２nとは図１の従来のソースドライバのものと同一であ
る。
【００１５】
　制御手段を構成する選択回路３1～３nは同一構成であり、図４に示すように３つのＤフ
リップフロップ３１～３３（第１ないし第３フリップフロップ）、ＥＸ－ＮＯＲ回路３４
及びＯＲ回路３５から構成されている。フリップフロップ３１，３２のクロック入力Ｃ及
びフリップフロップ３３の反転クロック入力ＣＮには信号ＴＰ１が供給される。フリップ
フロップ３１の入力Ｄには極性指定信号ＰＯＬが供給され、フリップフロップ３１の出力
Ｑの出力信号がＤフリップフロップ３１の入力Ｄに供給される。ＥＸ－ＮＯＲ回路３４は
フリップフロップ３１，３２の出力Ｑの出力信号の排他的論理和の反転出力（排他的否定
論理和）をとる。ＯＲ回路３５はＥＸ－ＮＯＲ回路３４の出力信号と信号ＴＰ１との論理
和をとり、選択回路３1の場合には論理和信号ＴＰ１＿ＮＥＷ1を得る。フリップフロップ
３３は信号ＴＰ１の立ち下がりに応じてＥＸ－ＮＯＲ回路３４の出力信号を取り込んで保
持して選択回路３1の場合には出力Ｑから信号ＧＳＷ1を出力する。
【００１６】
　論理和出力ＴＰ１＿ＮＥＷ1は対応するソースアンプ２1の制御端に供給される。信号Ｇ
ＳＷ1はアナログスイッチ４1の制御端に供給される。選択回路３2～３nについても論理和
出力ＴＰ１＿ＮＥＷ2～ＴＰ１＿ＮＥＷnが対応するソースアンプ２2～２nの制御端に供給
される。信号ＧＳＷ2～ＧＳＷnはアナログスイッチ４2～４nの制御端に各々供給される。
【００１７】
　アナログスイッチ４1～４nはソースアンプ２1～２nの正入力と出力との間に各々接続さ
れ、制御端がＬレベルのときオフとなり、Ｈレベルのときオンとなる。
【００１８】
　その他の構成は図１に示した従来のソースドライバと同様である。
【００１９】
　かかる構成の本発明のソースドライバにおいては、図５に示すように、例えば、ＤＥＣ
回路１1は信号ＴＰ１が立ち上がり（前エッジ）に応じて信号ＰＯＬのレベルをラッチす
る。その信号ＰＯＬがＨレベルであれば、ＤＥＣ回路１1からソースアンプ２1の入力ＳＩ
Ｎ1に正極電位が供給され、Ｌレベルであれば、負極電位が供給される。これは図１及び
図２に示した従来の場合と同一である。なお、供給される正極電位及び負極電位のレベル
はＤＥＣ回路１1～１n各々で異なる。
【００２０】
　また、信号ＴＰ１の立ち上がりに応じて選択回路３1のフリップフロップ３１がその時
点の信号ＰＯＬを読み取って保持し、フリップフロップ３２が１つ前の時点の信号ＰＯＬ
、すなわちその時点のフリップフロップ３１の出力Ｑの信号を読み取って保持する。ＥＸ
－ＮＯＲ回路３４はフリップフロップ３１，３２の出力Ｑの出力信号の排他的否定論理和
をとり、そのＥＸ－ＮＯＲ回路３４の出力信号と信号ＴＰ１との論理和がＯＲ回路３５か
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ら論理和信号ＴＰ１＿ＮＥＷ1として得られる。論理和信号ＴＰ１＿ＮＥＷ1は、図５に示
すように、信号ＴＰ１のＨレベル時にＨレベルとなり、信号ＴＰ１のＬレベル時にその時
点の信号ＰＯＬと１つ前の時点の信号ＰＯＬとが等しくない場合にはＬレベルとなるが、
等しい場合にはＨレベルとなる。
【００２１】
　論理和信号ＴＰ１＿ＮＥＷ1がＨレベルにあるときソースアンプ２1は非活性状態となる
。論理和信号ＴＰ１＿ＮＥＷ1がＨレベルからＬレベルに立ち下がると、ソースアンプ２1

は活性状態となり、そのときの入力ＳＩＮ1の電位に等しい出力電位ＳＯＵＴ1を出力する
。出力電位ＳＯＵＴ1はパッドＰ1を介してデータ線Ｄ1に供給される。また、図５に示す
ように、出力電位ＳＯＵＴ1の変化によりデータ線Ｄ1を介してパルス状の駆動電流（交流
電流成分）が液晶表示パネル５を流れる。出力電位ＳＯＵＴ1のレベルは信号ＴＰ１＿Ｎ
ＥＷ1が次にＨレベルからＬレベルに立ち下がるまで維持される。
【００２２】
　フリップフロップ３３は信号ＴＰ１の立ち下がり（後エッジ）に応じてＥＸ－ＮＯＲ回
路３４の出力信号を読み取って保持するので、信号ＴＰ１の立ち上がり時の信号ＰＯＬと
１つ前の時点の信号ＰＯＬとが等しくない場合にはフリップフロップ３３の出力信号ＧＳ
Ｗ1はＬレベルを維持する。
【００２３】
　一方、信号ＴＰ１の立ち上がり時の信号ＰＯＬと１つ前の時点の信号ＰＯＬとが等しい
場合にはフリップフロップ３３の出力信号ＧＳＷ1はＨレベルとなる。フリップフロップ
３３の出力信号ＧＳＷ1に応じてアナログスイッチ４1がオンとなるので、ソースアンプ２

1の正入力と出力との間が短絡される。よって、信号ＴＰ１が立ち下がってもソースアン
プ２1の出力電位ＳＯＵＴ1は入力ＳＩＮ1の電位に等しくなる。
【００２４】
　また、信号ＴＰ１の立ち上がり時の信号ＰＯＬと１つ前の時点の信号ＰＯＬとが等しい
場合にはＥＸ－ＮＯＲ回路３４のＨレベルの出力信号に応じてＯＲ回路３５から論理和信
号ＴＰ１＿ＮＥＷ1はＨレベルとなる。このＴＰ１＿ＮＥＷ1のＨレベルは図５に示すよう
に、信号ＴＰ１がＬレベルになってもそのままである。よって、信号ＰＯＬがＨレベル或
いはＬレベルのままの状態が続くと、信号ＴＰ１が立ち下がってもソースアンプ２1は不
活性状態となる。この不活性状態により、ソースアンプ２1に流れる定常電流がほぼ生じ
ない。すなわち、図５に破線Ａで示すソースアンプ２1で流れていた直流電流（定常電流
）が削減され、実線Ｂの如くほとんど生じなくなる。
【００２５】
　この動作はＤＥＣ回路１1、ソースアンプ２1、選択回路３1及びアナログスイッチ４1に
限らず、ＤＥＣ回路１2～１n、ソースアンプ２2～２n、選択回路３2～３n及びアナログス
イッチ４2～４n各々についても同様である。
【００２６】
　このように、上記の実施例によれば、信号ＴＰ１の立ち上がり毎に信号ＰＯＬのレベル
が反転しない場合にはソースアンプが不活性状態となるので、ソースアンプで流れる直流
電流が防止することができる。特に、多数のドライバ線への出力端子を備えるＩＣ化され
たソースドライバの場合には大なる消費電流の削減が可能となる。
【００２７】
　なお、上記した実施例においては、単一の信号ＰＯＬの場合について説明したが、複数
の互いに異なるタイミングの信号ＰＯＬの場合にも本発明を適用することができる。
【００２８】
　また、極性の反転駆動としては１行（ライン）毎の極性の反転に限らす、複数の行毎に
極性が反転する場合にでも本発明を適用することができる。
【００２９】
　更に、本発明はＴＦＴ液晶表示パネルのソースドライバに限らず、信号ＰＯＬに応じて
出力電位が正極電位と負極電位との間で切り替えるドライバにも適用可能である。
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【符号の説明】
【００３０】
　１1～１n　ＤＥＣ回路
　２1～２n　ソースアンプ
　３1～３n　選択回路
　４1～４n　アナログスイッチ
　５　ＴＦＴ液晶表示パネル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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